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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 干 渉 応 用 光 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ナ ラ イ ザ を 較 正 す る た め の 装 置 で あ っ て 、
　 制 御 光 学 素 子 の た め に 複 数 組 の 干 渉 応 用 測 定 結 果 を 受 信 す る 干 渉 応 用 測 定 結 果 受 信 部 分
で あ っ て 、 前 記 複 数 組 の 干 渉 応 用 測 定 結 果 は 、 第 １ の 振 幅 の 第 １ の 偏 光 波 お よ び 第 ２ の 振
幅 の 第 ２ の 偏 光 波 を 利 用 し て 得 ら れ る 、 干 渉 応 用 測 定 結 果 受 信 部 分 と 、
　 前 記 干 渉 応 用 光 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ナ ラ イ ザ に 関 す る 較 正 結 果 を 導 く た め の プ ロ セ ッ サ で
あ っ て 、 前 記 較 正 結 果 は 、 前 記 複 数 組 の 干 渉 応 用 測 定 結 果 を 利 用 し て 得 ら れ 、 前 記 プ ロ セ
ッ サ は 前 記 干 渉 応 用 測 定 結 果 受 信 部 分 に 結 合 さ れ て お り 、 前 記 較 正 結 果 は 、 前 記 干 渉 応 用
光 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ナ ラ イ ザ に 固 有 の 光 学 特 性 に 起 因 す る 不 確 実 性 を 低 減 し た 状 態 で 、 被
測 定 物 （ Ｄ Ｕ Ｔ ） の 光 学 的 性 質 が 測 定 さ れ る の を 可 能 に す る 、 プ ロ セ ッ サ と 、
　 前 記 プ ロ セ ッ サ に 結 合 さ れ た ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ イ ス と 、
を 有 す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 較 正 結 果 が 、 前 記 第 １ の 振 幅 と 前 記 第 ２ の 振 幅 の 比 （ Ｒ ） 、 及 び 、 前 記 干 渉 応 用 光
ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ナ ラ イ ザ に 対 応 す る 較 正 行 列 （ Ｍ ｃ ａ ｌ ） か ら 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 干 渉 応 用 光 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ナ ラ イ ザ を 較 正 す る た め の 干 渉 方 法 で あ っ て 、
　 制 御 光 学 素 子 の た め に 複 数 組 の 干 渉 応 用 測 定 結 果 を 受 信 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 複
数 組 の 干 渉 応 用 測 定 結 果 は 、 第 １ の 振 幅 の 第 １ の 偏 光 波 お よ び 第 ２ の 振 幅 の 第 ２ の 偏 光 波
を 利 用 し て 得 ら れ る 、 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 干 渉 応 用 光 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ナ ラ イ ザ に 関 す る 較 正 結 果 を 導 き 出 す ス テ ッ プ で あ っ
て 、 前 記 較 正 結 果 は 、 前 記 複 数 組 の 干 渉 応 用 測 定 結 果 を 利 用 し て 得 ら れ 、 前 記 干 渉 応 用 光
ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ナ ラ イ ザ に 固 有 の 光 学 特 性 に 起 因 す る 不 確 実 性 を 低 減 し た 状 態 で 、 被 測
定 物 （ Ｄ Ｕ Ｔ ） の 光 学 的 性 質 が 測 定 さ れ る の を 可 能 に す る 、 ス テ ッ プ と 、



を 有 す る 方 法 。
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